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税 務 相 談
税理 士会足 立支部 ・西新井 支部

の専 門家が担 当し ます。内容 は、
各種 税金の問 題、経 理、経営に つ
い て。 お気 軽にど うぞO 相 談日と
場所 は、毎 週金曜 日、午後1 時~
4時 区 役所1 階区 民相談 室

下水道は都市づくりの基本
早 期普 及 を めざし て

着 々 と工 事進 む

地
下の

大動
脈

急
ピッチ

で
工
事

中

下水道は、都市づくりの基本といわれて

いますが、当区の下水道普及率は、わずか

二ニハー
セント。二十三区内でも大変遅れ

ています。下水道普及促進については、難

しい問題もありますが、今後も区民の皆さ

んのご協力を得なから、普及率アッ
プに努

めていきます。

普
及
率
の
遅
れ
返
上
に
努
力

下
水
道
は
、
快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
る
た
め
に
、
欠
く
こ
と
の
'
で

き
な
い
重
要
な
施
設
で
す
。
下
水
道
が
完
備
す
れ
ば
、
く
み
取
り
便
所
を

水
洗
便
所
に
変
え
る
だ
け
で
な
く
、
雨
水
の
は
ん
ら
ん
も
防
?
ま
す
。

ま气
餃や
(エ
を追放するこ

とにも役立らますし
、下
水道の

汚水は
処理場で
浄化して
放流す

るので
、海や川の
水もきれいに

なります。

さらに現在では、工業用水等

の水源として下水処理水が泣目

されつつあります。

下水道は、都の車業として設

置されていますか、早期に完成

するよう区も枝線の一
郎を都か

ら受託して建設するなど、都と

一
休になって進めています。

しかし、足立区の下水道の普

及状況は、昭和五十五年三月末

で二二
(
Iセントにすきず、二

十三区平均の七ニ
パーセントに

比べ大きく遅れています
。

足立区は
、同じ悩みや持つ葛

飾区
。江戸川区と三区下水道事

業促進連盟を結成して
、下水道

哢巣の早期実現のため
、国や郡

に積極的に働きかけています
。

安全で快適な足立区にするた

めに
、一
日も早く下水道を完全

に整備したいものです
。皆さん

のご協力をお願いします
。

難
問
も
多
い
下
水
道
事
業

区内の下水道は
、現在さかん

に建設されており
、水洗化区域

も広がりつつあいますか
、次の

ような難しい問題もあります
。

第一
は
、用地の問題です
。例

をあけれぱ
、江北三丁目に計画

されている熊の木ポンプ所は
、

足立区の北西部一
帯の雨水ふ荒

川に放流する重要なものです
。

数年前から用地取得の折碕が

行われていますか
。まだ地権者

全部の同意
とは
ならず
、着工で

きない状態
にあり
ます
。

このほ
か
、扇・
江
北地区
など

の下
水を収容する梅田幹
線は
、

荒川に沿って
首都高速道路建設

と同
時に工
事をして
いますか
、

本木一
丁
目の一
部で用
地取
得か

難行し
、工事か中断して
いま
す
。

下
水道幹線はほ
とんどかトン

ネルエ
聨になるため
、工
事用
地

として
遺跡に接し
た空地が必要

となり
ますか
、適当
な用
地が見

つ
からず
、困っ
た状
況で
す
。

第二
は
、地下
埋設物の
処理と

交通事情か
あけられます
。遭路

には
、水道管
、ガユ
簪をは
じめ一

気・
電話ヶ
Iブルなどの
施股
が

埋設されて
います
。下
水道の工

事に先立って
、こ
れらの
施設を

移し
たり
、傷つ
けないように防

霞し
なけれ
ばなりませ
ん
。

また
、区内の旧
市街地の
道路

は
、道幅
が狹く曲がりくねって

いる所
も多いため
、各ヶ―プル

の
移設
が難しく
、工
事が円
滑に

進み
ません
。さらに
、工
事の
た

めの
う回
路が十分確保で
きない

区
域も多く
、工
事期間も長くな

るの
が実情で
す
。

第三は
、費用の問題で
す
。下水

道の
建設には
、巨額の
費用
が必

要で
す
。国の補助
金や都の
予算

が工
事経費に当て
られますが
、

区では
今後も
、国や都に予
算増

順を強く勳きかけて
いきます
。

◎下
水道につ
いての
問合せ
先

工
申
・
計
画
・
・
・
下
水
遭
局
第
五
建

設
事
務
所
【
　
六
〇
五
-
五
六
五

】
)
、
区
の
施
行
す
る
工
事
・
助

成
…
区
役
所
第
二
庁
舎
下
水
遭
課

(
　
(
(
九
上
[―
六
一
)

本年度の
工事予定

昭和五十五
年度に、区で
施

行する下
水道工
事簡所は、左

表の
とおりで
す。

なお、地元の皆さん方には
、

エ
槨に先立って
、工
事簡所ご

とに説明会ふ・衍い
ますので
、

皆さんの
ご参加とご協力をお

願いし
ます。

下水道工事の予定箇所

下水道工事に
ご 理解とご 協力を

下水道工事は、皆さんの付

近の道路に地下深く下水管渠

(き
Iを埋設します。

このため、工事中は通行止

めのほか騒音・
振動など、ど

うしてもご迷惑をかけること

になります。

沿道の区民の皆さんのご協

力か得られなければ、下水道

工事も進みません。

工事にあたりましては、で

きる限りご迷惑をかけないよ

う配慮して進めますので、下

水道工事に対する区民の皆さ

んのご理解とご協力をお願い

します。 豆知識
下水道のしくみ

下水道は、大きく
わけて

「
排水股備
(私設下水道
)」

と「
公共下水道」とにわけら

れます。

□
排
水
設
備
(
私
設
下
水
道
)

各家庭や事業所などから・排

出される汚水や雨
水は、それ

ぞれの
敷地から公道の下
水道

管に流れ込みます。

こ
の敷地内の設備
(水洗便

所、ます、マン
ホール
、排水

管など
)を排水設備と呼
んで

います
。排水設備の
設置と掃

除
、修繕等の維持管理は
、そ

おそれの
所有者に行って
いた

だくこ
とになります
。公道の

下
水道管との
接続部分には
、

公設の
汚水ますが設けられ
、

掃除などがしやすくなって
い

ます
。

◎都では
、下水道の設置状況

を見ながら
、地域ごとに水洗

化可能の告示をします
。この

告示のときから三年以内ド告

示された地域内の方々
は
、水

洗便所などの排水設備ふ設置
していただくことに
なり
ま

す
。
□
公
共
下
水
道

公共下水道は
、公道内
に公

費で設置される
もので
。枝線
、

幹線のほか
ポン
プ所
、処理場

が
あり
ます
。

枝線は
、各排水股備から流

れて
きた下水
を公設汚水ます

から下水
道管に集め
、幹線に

送る役目
を持っています
。

瞬線は
、各枝
線から流れて

きた下水
をポン
プ所や処理場

に送る役目を持った大きな下

水道管で
、地下探くに埋めら

れてい
ます
。

ポン
プ所は
、各幹線から流

れて
きた下水を
ポンプで
くみ

上げ
、処
琿
。場に中
継
き
し
た

り
、雨水を河川に放流する役

目を持
うています
。

処理場は
、下水を衛生的に

処理し
。河川や海に放流する

役目千持っています
。

このように
、下水道はいろ

いろな施設から成り立って
お

り
、それぞれ
が一
体となって

勳かないと十分な機能を発揮

するこ
とがで
きません
。

下水道のしくみ

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

現在
、区内各所で下水道工

事が着々
と進められています

が
、工事終了に伴い
、次の地

域にお住まいの方は水洗化が

可能になりましたので
、三年

以内に水洗化工事をしていた

だくことになりました
。

皆さんのご協力をお願いし

ます
。

水
洗
化
可
能
地
域
　
左
表
の
と
勿

供用開始年月日
　昭和五十五

年六月二日

問
合
せ
先
　
下
水
道
局
小
菅
支
所
(
　
六
〇
=
i
(
(
二
二
)
、

ま
たは区役所第二庁
舎下水

道課
(　
(
(九-六
匸
六

一
)

水洗化可能地域一覧表ご協力ください
第九回世
論調査

区では
、皆さんの声を区政

に反映させるため
、世論調査

を毎年実施しています
。

皆さんが区政に対し
、どの

ような施策を期待しているの

かを一
的には握し
、区政を進

めていくうえでの基礎的賢料

とするためのものです
。

本年は六月二十三日
?七月

十四日の期間に世諭調査を実

施します
。

調査は
、社団法人新情報セ

ンターに委託しますが、この

期間に対象になられた方のお

宅へ
、調査員がお伺いします

ので、よろしくご協力くださ

い。
《
広
報
課
》

″衆
議
院
議
員
選
挙
″

″参
議
院
議
員
選
挙
″

″
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
″

投票日は六月二十二日

忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
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悩
み
ごとや
心配
ごと

一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い

福祉事務所

悩
み
や
心
配
ご
と
は
、
な
か
な
か

他
人
に
は
話
せ
ま
せ
ん
が
。
ひ
と
り

で
解
決
し
よ
う
と
す
る
と
、
か
え
っ

て
悪
い
結
果
に
な
り
や
す
い
も
の
で

す
。福

祉
事
務
所
で
は
、
次
の
よ
う
な

相
談
や
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

お
困
り
の
方
は
。
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。母

子
家
庭
の
方

相
談
　
二
十
歳
未
満
の
児
童
を
か
か

え
て
い
る
母
子
家
庭
の
経
済
上
の

問
題
、
児
童
の
就
学
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す

貸
付
制
度
　
経
済
的
自
立
の
助
成
を

目
的
と
し
て
。
事
業
開
始
・
継
続

資
金
、
住
宅
補
修
金
、
就
職
・
就

学
支
度
金
な
ど
を
必
要
に
応
じ
て

貸
付
け
ま
す
。
償
還
は
コ
二
年～

二
十
年
以
内
で
す

母
子
寮
　
生
活
環
境
を
変
え
て
児
童

を
養
育
し
た
い
母
子
家
庭
の
方

に
。
母
子
寮
入
所
制
度
が
あ
り
ま

す
。
区
内
に
は
、
区
立
、
私
立
を

含
め
三
ヵ
所
あ
り
、
寮
で
は
寮
母

が
生
活
上
の
相
談
に
も
応
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
急
に
宿
泊
先
の
な

く
な
っ
た
母
子
に
、
一
時
的
な
宿

所
を
提
供
し
、
生
活
相
談
に
応
じ

る
一
時
保
護
所
も
あ
り
ま
す

母
子
休
養
事
業
　
十
二ヵ
所
の
国
民

宿
舎
が
年
一
回
、
一
泊
二
日
に
限

り
無
料
で
利
用
で
き
ま
す

介
護
人
派
遣
　
病
気
で
児
童
の
世
話

に
困
っ
た
時
、
介
護
人
を
派
遣
し

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
あ
ら
か
じ

め
対
象
家
庭
と
し
て
登
録
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す

応
急
小
口
資
金
　
災
害
や
病
気
な
ど

で
急
に
お
金
が
必
要
に
な
っ
た

時
ご
二
万
円
を
限
度
と
し
て
貸
付

け
ま
す
。
償
還
は
、
借
入
の
翌
月

か
ら
分
割
返
済
で
無
利
子
で
す

相
談
日
　
毎
週
月
曜
日
?
土
曜
日
　

午
前
九
時
?
午
後
五
時
(
土
曜
日

は
正
午
ま
で
)

ご
婦
人
の
方

相
談
　
夫
の
酒
乱
'
・
力
行
為
か
ら

逃
れ
て
一
時
的
に
保
護
を
求
め
る

婦
人
、
未
婚
の
妊
婦
、
そ
の
他
複

雑
な
問
胆
を
か
か
え
て
お
困
り
の

婦
人
を
対
象
に
、
ご
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す

貸
付
制
度
　
経
済
的
自
立
の
助
成
を

目
的
と
し
て
、
事
業
開
始
・
継
続

賢
金
、
技
能
修
得
資
金
、
療
養
賚
　

金
等
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

は
、
都
内
に
六
ヵ
月
以
上
住
ん
で

い
て
、
配
偶
者
が
い
な
い
か
、
ま
　

た
は
配
偶
者
の
扶
饗
を
受
け
ら
れ

な
い
方
で
親
・
子
・
兄
弟
姉
妹
な

ど
を
扶
養
し
て
い
る
方
で
す
(
だ

だ
し
二
十
五
歳
以
上
の
方
は
、
扶

養
し
て
い
な
く
て
も
年
収
三
百
十
　

四
万
六
千
円
以
下
な
ら
対
象
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
要
件
に
当
て
は

ま
ら
な
い
場
合
で
も
、
区
で
特
に

必
要
と
認
め
た
方
は
対
象
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
)

相
談
日
　
毎
週
月
曜
日
?
土
曜
日
　

午
前
九
時
?
午
後
五
時
(
土
曜
日

は
正
午
ま
で
)

家

庭

相

談

家
庭
相
談
貝
は
、
家
庭
内
の
悩
み

ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど
の
聞
き
役
、

相
談
相
手
で
す
。
さ
さ
い
な
こ
と
で

も
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
一
緒
に
考

え
ま
し
I
つ
。
相
談
内
容
の
秘
密
は

固
く
守
り
ま
す

相
談
の
例
　
▽
央
婦
。
親
子
。
恋
愛

な
ど
人
間
関
係
の
こ
と

▽
婚
姻
や
相
続
な
ど
身
分
上
の
こ

と

▽
そ
の
他

相
談
日
　
毎
週
月
・
水
・
金
噌
日
の

午
後
一
時～
五
時

生

活

保

護

病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
働
け
な

く
な
り
、
収
入
が
減
っ
た
た
め
生
活

費
や
医
擬
費
に
お
困
り
の
方
に
は
。

生
活
保
護
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
相

談
内
容
の
秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
　
毎
週
月
曜
日
?
土
曜
日
　

午
前
九
時
?
午
後
五
時
(
土
堋
日

は
正
午
ま
で
)

相
談
・
問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
管
轄

の
福
祉
事
務
所
へ
ど
う
ぞ

ろ
う
あ
者
の
方

手
話
通
訳
者
が
、
ろ
う
あ
者
の
方

の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
日
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

相
談
日
・
相
談
場
所

▽
毎
月
第
一
木
曜
日
、
午
後
一
時
?
　

四
時
、
足
立
福
祉
事
務
所
(
千
住

柳
町
十
ニ
ー
五

　
(
(
(
上
二

I四
一
)

▽
毎
月
第
二
木
曜
日
、午
後
一
時
?
　

四
時
、中
部
福
祉
事
務
所
(
関
原

ニ
ー
ー〇
-
一
〇

　
(
(
九
―

一
四
(
一
)

▽
毎
月
第
三
木
曜
日
、午
後
一
時
?
　

四
時
、東
都
福
祉
鄒
務
所
(
東
綾

瀬
一
-
五
-
一
七

　
六
〇
五一

七
一
〇
五
)

▽
毎
月
第
四
木
曜
日
、午
後
一
時
?
　

四
時
、西
部
福
祉
事
務
所
(
鹿
浜

ニ
ー
ニ
四
一
二

　
八
九
七
-
五

〇
一
一
)

▽
毎
月
第
四
月
曜
日
、午
後
一
時
～

四
時
、北
部
福
祉
事
務
所
(
竹
の

塚
ニ
ー
ニ
五
-
一
七

　
(
(
三

上
(
(
〇
〇
)

問
合
せ
先
　
各
福
祉
事
鵬一
所

手
話
講
習
会

(初

級
)

手
話
奉
仕
員
を
養
成
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

期
間
　
七
月
十
六
日
?
九
月
二
十
六

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
・
金
曜
日
(

た
だ
し
、(
月
十
三
日
・
十
五

日
を
除
く
)
合
計
二
十
回

時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
圭
二
時
三

十
分

場
所
　
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

(竹
の
塚
駅
東
口
下
車
徒
歩
五
分
)

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
者
で
、手

話
を
は
じ
め
て
学
習
す
る
方

定
員
　
四
十
名
(
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

受
講
料
　
無
料

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、住
所

ま
た
は
勤
務
先
所
在
地
、お
よ
び

名
称
、氏
名
、生
年
月
日
、性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
し
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
(
返
信
(
ガ
キ
に
も
住

所
、氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
)

申
込
期
限
　
六
月
二
十
(
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉

セ
ン
タ
匚
事
業
係
(
〒
1
2
1竹
の
塚

ニ
ー
ニ
五
-
一
七

　
(
夸

〒

六
一
七
一
)

心
身
障
害
児
親
子
を

む
さ
し
の
村
へ

ご

招

待

期
日
　
(
月
一
日
(
金
)
=
・
体
の
不
自

由
な
児
童
親
子
、(
月
五
日
(
火
)
　

・・・
知
恵
遅
れ
の
児
童
親
子

場
所
　
埼
玉
県
加
須
市
む
さ
し
の
村

対
象
　
い
ず
れ
も
十
(
歳
未
満
で
、

付
き
添
い
の
方
一
名
が
必
要
で
す

定
員
　
体
の
不
自
由
な
児
童
親
子
・
・
・
　

二
百
五
十
名
、知
恵
遅
れ
の
児
童

親
子
・
・
・
五
百
五
十
名
(
い
ず
れ
も

先
着
順
、定
員
に
な
り
次
第
締
切

り
ま
す
)

費
用
　
無
料

申
込
期
限
　
六
月
三
十
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉

係重
度
心
身
障
害

者
の
方
へ

家
政
婦
派
遣

重
度
心
身
障
害
者
の
い
る
ご
家
庭

で
、
世
話
を
す
る
人
の
一
時
的
疾
病

な
ど
に
よ
り
、障
害
者
の
方
の
日
常

生
活
に
不
便
を
き
た
す
時
、
家
政
婦

の
派
遣
を
受
け
る
こ
と
か
で
き
ま

す
。

資
格
　
①
身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二

級
の
方
②
愛
の
手
帳
一
～
三
度

の
方

③
脳
性
マ
ヒ
・
進
行
性
筋

萎
縮
症
で
の
②
と
同
程
度
と
認
め

ら
れ
る
方

申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
身
体
障
客

者
手
帳
、
愛
の
手
帳

②
家
政
婦

を
必
要
と
す
る
理
由
を
明
ら
か
に

す
る一
類

③
印
鑑

※
家
政
婦
は
。
世
話
を
す
る
人
の
一

時
的
疾
病
の
他
。
出
産
や
冠
婚
葬
祭

に
出
席
す
る
時
な
ど
に
も
利
用
で
き

ま
す
。
な
お
。
福
祉
専
務
所
か
ら
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
派
遣
さ
れ
て
い
る

場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉
係

戦
没
者
等
の

妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
第
四
回

特
別
給
付
金
(
に
号
)
の
請
求
期
限

は
。昭
和
五
十
五
年
七
月
十
三
日
で

す
。骸
当
す
る
方
で
ま
だ
請
求
し
て

い
な
い
方
は
、至
急
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。

該
当
す
る
方
　
戦
傷
病
者
等
の
妻
と

し
て
、
昭
和
四
十
二
年
五
月
十
六

日
発
行
の
第
二
回
特
別
給
付
金
国

庫
債
券
(
ろ
号
十
万
円
)
の
受
給

権
を
取
得
さ
れ
た
後
、当
該
戦
傷

病
者
等
が
、
昭
和
四
十
(
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
そ
の
傷
病
が
原

因
で
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
戦

没
者
等
の
妻
と
し
て
昭
和
五
十
二

年
七
月
十
四
日
現
在
、
公
務
扶
助

料
。
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
を
有

し
て
い
る
方

申
請
・
問
合
せ
先
　
援
護
係

福祉事業あ んな い

手話講習会

ご存知ですか

児童手当
児童育成手当

あ
な
た
は
、
こ
の
手
当
に
該
当

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

該
当
の
方
は
、
あ
な
た
自
身
で

申
睛
の
手
続
き
を
し
な
い
と
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

手
当
は
。
申
請
の
翌
月
分
か
ら

支
給
対
象
と
な
り
ま
す
が
、手
当

に
は
所
得
制
限
(
表
2
)
も
あ
り

ま
す
の
で
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
(
国
の
制
度
)

日
本
国
民
で
区
内
に
住
所
が
あ

り
、十
(
歳
未
満
の
児
童
を
三
人

以
上
扶
養
し
、そ
の
三
人
目
以
降

の
児
童
の
う
ち
、義
務
教
育
終
了

前
の
児
童
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
育
成
手
当

区
内
に
住
所
が
あ
り
、次
の
手

当
種
別
に
該
当
す
る
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

①
育
成
手
当
…
義
務
教
青
終
了
前

の
児
竃
で

、
つ
き
の
状
態
に
あ

る
児
童

▼
父
ま
た
は
毋
が
死

亡

▼
父
ま
た
は
母
が
生
死
不

明

▼
父
ま
た
は
母
に
一
年
以

上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

▼
母
が
　

婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た

児
童
(
父
か
ら
認
知
さ
れ
た
児

童
や
除
く
)

▼
父
母
が
離
婚

▼
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
　

▼
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害

を
有
す
(
身
体
障
害
者
手
帳
一

・
二
級
程
度
)

②
障
害
手
当…
一
二
十
歳
未
崗
で
心

身
に
障
害
が
あ
り
、
つ
き
の
い

す
れ
か
に
骸
当
す
る
児
童

▼

精
神
薄
弱
で
「
愛
の
手
帳
」
一

・
二
・
三
度

▼
身
体
障
害
者

で
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
一
・

二
級

▼
脳
性
麻
痺
ま
た
は
進

行
性
筋
委
縮
症

③
特
別
手
当
…
十
(
歳
未
膺
の
児

童
霊
二
人
以
上
扶
養
し
、
そ
の

三
人
目
以
降
の
児
童
の
う
ち
義

務
教
育
終
了
前
の
児
童
に
支
給
(

国
の
児
童
手
当
該
当
者
は
除

く
)
手
当
額
　
表
1
の
と
お
り

受
給
し
て
い
る
方
へ

現
況
届
は

お
済
み
で
す
か

先
日
、往
復
(
ガ
キ
で
お
送
り

し
た
「
児
童
手
当
・
児
童
育
成
手

当
現
況
屆
」は
、
も
う
提
出
し
ま

し
た
か
。
締
切
り
は
、
六
月
三
十

日
で
す
。

こ
の
届
出
を
し
ま
せ
ん
と
、
六

月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、(
ガ
キ
の
記
載
事
項
を
確
認

し
て
す
ぐ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当
に

つ
い
て
。
く
わ
し
く
は
。
児
童
手

当
係
へ

表1　 手 当 額( 月 額)

表2　所 得 制 限 額( 昭和54年中の所得)

簡
易
作
業
は

綾
瀬
福
祉

作
業
所
へ

三
月
一
日
に
都
か
ら
足
立
区
に

移
管
さ
れ
た
綾
瀬
福
祉
作
業
所
で

は

、
一
般
企
業
に
雇
用
さ
れ
る
こ

と
が
困
難
な
心
身
障
害
者
の
方
六

十
人
が
通
所
し
て

。
技
能
や
生
活

な
ど
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
自

立
へ
の
援
助
を
目
的
と
し
て
簡
易

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

作
業
内
容
は
。
①
組
立

②
箱

詰

③
ビ
ー
T
ル
ープ
ラ
ス
チ

。
ク

の
加
工

④
セ
y
卜
も
の
組
合
わ

せ
等
で
す
。
仕
事
を
覚
え
た
ら
一

生
懸
命
作
業
に
取
り
組
ん
で
安
定

し
た
a
の
仕
事
が
で
き
ま
す
。
仕

事
を
発
注
し
て
く
だ
さ
る
方
か
ら

の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
綾
瀬
福
祉
作
巣
所
　
(

東
綾
瀬
一
-
二
六
-
二

　

六
〇
六
上
(
I
(
六
)

皆さん　がんばっています

七
月
一
日
か
ら
切
り
替
え

老
人
医
療
費
受
給
者
証

七
月
一
日
か
ら
。
老
人
医
療
証

が
切
り
替
わ
り
ま
す
。
新
し
い
医

廡
証
は
、
対
象
の
方
へ
六
月
末
日

ま
で
に
届
く
よ
う
に
郵
送
し
ま

す
。

(
寿
)
医
療
証
(
国
の
制
度
で
膺

七
十
歳
以
上
)
は
ピ
ン
ク
色
。(
福
)

医
療
証
(
都
の
制
度
で
淘
六
十
五

歳
以
上
、
六
十
九
歳
以
下
)
は
ク

リ
ー
ム
色
で
す
。

な
お
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、

医
療
証
交
付
の
対
象
か
ら
除
か
れ

ま
す
。

▽
社
会
保
険
の
被
保
険
者
(
本
人
)

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
万

▽
健
康
保
険
に
未
加
入
の
方

▽
所
得
制
限
額
を
超
え
る
所
得
の

あ
る
方
(
左
表
参
照
)

お
願
い
　

有
効
期
限
の
過
ぎ
た
医

療
証
は

。
同
封
し
た
封
筒
に
よ

り
お
返
し
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
　
医
療
助
成
係

( 寿) 所得制限額表 ( 福) 所得制限額表

※ 上段は所得金額。下段は収入金額。

ご
協
力
く
だ
さ
い

旧
陸
海
軍
看
護
婦
実
態
調
査

厚
生
省
援
護
局
で
は
、か
つ
て

陸
海
軍
看
護
婦
と
し
て
勤
務
さ
れ

た
方
々
に
つ
い
て
、陸
海
軍
に
勤

務
さ
れ
た
職
歴
な
ど
の
実
態
調
査

を
行
い
国
の
資
料
と
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

調
杢
の
対
象
者
旧
陸
海
軍
看
護

婦
(
一
護
婦
畏
、看
護
婦
生
徒

を
含
み
ま
す
)
と
し
て
、陸
海

軍
の
病
院
な
ど
に
勤
務
さ
れ
た

こ
と
の
あ
る
方
。た
だ
し
、旧

日
本
赤
十
字
社
救
護
肴
護
婦
と

し
て
の
動
務
期
間
だ
け
で
あ
っ

た
方
、す
で
に
死
亡
さ
れ
た
方

は
除
き
ま
す

調
査
事
項
　
旧
陸
海
軍
看
護
婦
と

し
て
の
職
歴
、
佃
人
で
持
っ
て

い
る
在
職
に
関
す
る
資
料
、
看

護
婦
免
杵
な
ど
に
つ
い
て

調
査
方
法

申
し
出
の
あ
っ
た
調

査
対
象
の
方
「

お
よ
び
厚
生
省

援
護
局
で
保
管
し
て
い
る
名
簿

に
も
と
づ
き
、
現
住
所
を
確
認

し
た
方
々
に
。
「
旧
陸
海
車
肴

護
婦
実
態
調
査
票
」を
配
布
し
、

配
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
調

査
票
は
援
護
係
に
あ
り
ま
す
。

調
査
期
間
　
昭
和
五
十
五
年
六
月
　
?

(
月
末
日

問
合
せ
先
　

援
鍵
係
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プ ールの 季節 です
水
泳
は
、
子
供
に
限
ら
す
大
人
に

も
欠
か
せ
な
い
夏
の
手
近
な
レ
ジ
ャ

ー
で
す
。

保
健
所
で
は
、
利
用
者
の
健
康
を

守
る
た
め
、
プ
ー
ル
の
管
理
者
に
対

し
、
消
毒
の
方
法
、
プ
ー
ル
設
備
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
指
導
を
行
う
と

と
も
に
、
水
質
検
査
を
も
と
に
衛
生

的
な
管
理
を
す
る
よ
'つ
指
導
し
て
い

ま
す
。

大
勢
の
人
が
一
度
に
入
る
の
で
、

一
人
の
人
が
利
用
の
し
か
た
を
ま
ち

が
え
る
と
、
他
の
人
に
、
プ
ー
ル
の

水
か
ら
眼
、
耳

。
鼻
。
喉
や
皮
膚
の

病
気
兮
つ
つ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で

、
プ
ー
ル
を
利
用
す
る
方
は
。
次

の
こ
と
を
十
分
に
守
っ
て
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

プ
ー
ル
に
入
る
と
き
は

▽
カ
ゼ
を
ひ
い
て
い
る
人
や
目
に
病

気
の
あ
る
人
は
、
プー
ル
に
入
ら

な
い
こ
と

▽
用
便
を
済
ま
せ
、
体
を
清
潔
に

し
準
備
体
操
を
十
分
に
す
る
こ

と
▽
日
や
け
止
め
ク
リ
ー
ム
や
化
粧

等
を
お
と
す
こ
と

▽
シ
ャ
ワ
ー
と
腰
洗
い
槽
を
必
ず

使
う
こ
と

遊
泳
中
は

▽
プ
ー
ル
内
に
つ
ぱ
や
た
ん
を
は

い
た
り
、
放
尿
を
し
な
い
こ
と

▽
監
視
員
の
指
導
に
従
い
、
他
の

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と

プ
ー
ル
か
ら
出
る
と
き
は

▽
洗
眼
、
う
が
い
を
す
る
こ
と

▽
身
体
を
シ
ャ
ワ
ー
で
洗
い
流
す

こ
と

水
泳
は
全
身
運
動
で
理
想
的
な

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
体
力
を
つ
け
て

健
康
で
楽
し
く
夏
を
す
ご
し
ま
し

ょ
う
。

利
用
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

守
り
ま
し
ょ
う

ひろば

☆
ポ
プ
ラ
山
の
会

ポ
プ
ラ
山
の
会
で
は

、
毎
月
一
回
(

日
曜
日
)

、
軽
い
登
山
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
集
会
を
月
―一
回
(
第

一
・
第
三
木
曜
日
)

、
区
青
年
館
で

行
っ
て
い
ま
す
。
性
別
、
経
験
、
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
入
会
希
望
の
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
竹
田
薫

習
九
一
四
-

二
○
九
二

☆
精
神
障
害
者
の
家
族
相
談

足
立
区
精
神
陣
客
者
の
家

族
会
(

あ
し
な
み
会
)
で
は
、
家
族
の
相
岐

を
次
の
と
お
り
受
付
け
て
い
ま
す
。

日
時
　
六
月
二
十
二
日
(
日
)
午
後

一
時

場
所
　
梅
鳥
会
館
(
梅
鳥
三
上
〒

五
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
あ
し
な
み
会

四
六
〇
上
(
三
〇
九
(
昼
)

(
九
七
I
○
二
九
三
(
夜
)

☆
そ
よ
風
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

日
時
　
六
月
二
十
九
日
(
日
)
午
後

五
時
?
(
時
三
十
分

場
所
　
区
青
年
館
(
大
師
駅
前
)

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の

青
年
男
女

会
員
券
　
(
百
円
前
売
の
み

主
催
　
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
メ
リ
ー

後
援
　
足
立
サ
ー
ク
ル
連
合

申
込
・
問
合
せ
先
　
佐
久
間
勇

雪
(

四
〇
-
三
三
九
三
(
午
後
一
時

上
(
時
)

☆
包
丁
と
き
・
ま
な
板
削
り

六
月
二
十
五
日
は
。
建
築
職
人
の

住
宅
デ
ー
で
す
。こ
れ
を
記
念
し
て

、
包
丁
と
き
・
ま
な
板
削
り
の
無
料
奉

仕
活
動
を
し
ま
す
。

日
時
　
六
月
二
士
百
(
日
)
午
前

十
時
～
午
後
三
時

場
所
　
①
蒲
原
公
園
そ
ぱ
空
地

②

第
六
中
学
校
校
庭

③
伊
藤
米
店

わ
き
(
柳
原
一
上

三
-
(
)

④
共
同
石
油
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

前
(
中
央
本
町
一
-
一
四
一

一
七
)

問
合
せ
先
　
全
建
総
連
東
京
土
觜
足

立
支
部

　
(
五
四
-
五
四
〇
一

☆
表
装
・
裏
打
ち
一
日
講
習
会

気
に
い
っ
た一
や
水
墨
画
、
お
子

さ
ん
の
作
品
な
ど
、
自
分
の
手
で
。

掛
柚
に
し
て
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
七
月
六
日
(
日
)
午
後
一
時

～
五
時

場
所
　
勤
労
福
祉
会
館

費
用
　
材
料
麦
三
千
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
杉
山
典
子

　
(
(

七
-
五
五
(
七

☆
足
立
合
唱
連
盟
結
成
記
念
音
楽
会

日
時
　
六
月
二
十
(
日
(
志

午
後

二
時
開
演

場
所
　
足
立
区
文
化
会
館

入
場
料
　
無
料

問
合
せ
先
　
足
立
合
唱
連
盟
事
務
局
(

伊
興
中
学
校
内

村
上

　
(

五
五
上
三
六
一
)
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日 本 脳 炎
予 防 接 種

忘れずに受けましょう

日
本
脳
炎
の
予
防
接
租
を
、
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
骸
当
す
る
方

は
、
忘
れ
ず
に
受
ま
け
し
I
つ
。

実
施
日
・
会
場
　
下
表
の
と
お
り

受
付
時
間
　
午
後
二
時
～
一
時

対
象
　
膺
四
歳
以
上
a

月
一
日
現

在
)
学
齢
前
ま
で
の
幼
児
で

、
保

育
圜
、
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
な
い

一
般
幼
児

※
保
育
園
・
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る

幼
児
、お
よ
ぴ
小
・
中
学
校
児
童
は

。

各
施
設
で
実
施
し
ま
す
が
、
そ
れ
に

も
れ
た
幼
児
・
児
童
も
受
け
ら
れ
ま

す
。

接
種
方
法
　
初
め
て
こ
の
予
防
接
種

を
受
け
る
幼
児
は
、
一
～
一
週
間

あ
け
て
二
回
接
種
し
ま
す
。
過
去

に
二
回
(
一
!

一
週
間
の
間
隔
で
)

受
け
た
こ
と
の
あ
る
幼
児
は
、
一

回
接
種
し
ま
す

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
幼
児

①
発
熟
し
て
い
る
者
、
ま
た
は
著

し
い
栄
養
障
害
者

②
最
近
ま
た

は
現
在
、
病
気
(
心
臓
病
、
腎
臓

病
、肝
臓
病
ほ
か
)
に
か
か
っ
て

い
る
者

③
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の

者

④
予
防
接
種
に
よ
り
、
高
熟

な
ど
異
常
な
副
反
応
を
お
こ
し
た

こ
と
の
あ
る
者

⑤
最
近
一
年
以

内
に
、
け
い
れ
ん
症
状
を
お
こ
し

た
こ
と
の
あ
る
者

⑤
そ
の
他
医

師
が
不
適
当
と
認
め
た
者

注
意
事
項
　
当
日
は
、熟
を
は
か
り
。

母
子
手
帳
を
持
っ
て
会
場
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。ま
た
上
ぱ
き
も
ご

用
意
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
業
務
第
一

係
(
　
{
五
五
-
四
}
五
一
)

千
住
保
艙
属
業
務
係
(
　
(
(
(
-

四
二
七
七
)

区
役
所
保
健
予

防
係

日本脳炎の接種会場と日程

保
健
所
だ
よ

り栄
養
教
室
・

講
習
会
な
ど

□
栄
養
教
室

日
時
七
月
コ
ー
ス
(
四
日
制
)
・
=

七
月
四
日
・
十
一
日
・
十
(
日
・

二
十
五
日
午
後
一
時
三
十
分
～

三
時
三
十
分

場
所

足
立
保
健
所
栄
養
室

内
容

▽
何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
た
ら

よ
い
の
で
し
I
つ

▽
食
品
の
衛

生
的
な
取
り
扱
い

▽
疾
病
予
防

の
食
生
活
と
調
理
実
演

定
員

先
着
三
十
名

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健
所
栄

養
指
導
担
当

　
(
五
五
-
四
一

五
一

□
栄
養
講
習
会
(
高
血
圧
・
肥
満
予

防
の
食
生
活
)

日
時
　
七
月
九
日
(
水
)
午
後
一
時

三
十
分
上
二時
三
十
分

場
所
　
足
立
保
樒
酊
栄
養
室

内
容
　
▽
伺
を
ど
れ
だ
け
食
べ
れ
ば

よ
い
か

▽
食
べ
吻
と
塩
分
に
つ

い
て

▽
調
理
実
演

定
員
　
先
着
三
十
名

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
栄

養
指
導
担
当

　
(
五
五
-
四
一

五
一

□
肥
満
予
防
の
た
め
の
栄
養
教
室

日
時
　
七
月
四
日
・
十
一
日
・
十
五

日
・
二
十
二
日
(
四
日
制
)
午
後

一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

場
所
　
中
央
本
町
保
健
相
談
所

内
容
　
▽
肥
躋
予
防
の
食
事
に
つ
い

て

▽
調
理
実
演

▽
食
事
診
断

定
員
　
先
着
二
十
五
名

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
中
央
本
町
保
健

相
談
所

　
(
八
〇
-
一
一
六
五

□
保
健
栄
養
学
級

日
時
　
六
月
二
十
五
日
(
水
)
午
前

十
時
三
十
分
～
午
後
三
時

場
所
　
中
央
本
町
保
健
相
談
所

内
容
　
▽
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生

活

▽
簡
単
に
で
き
る
体
操

定
員
　
先
着
三
十
名

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
一
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
中
央
本
町
保
健

相
談
所

　
八
(
〇一
二

六
五

□
貧
血
予
防
の
栄
養
講
習
会

日
時
　
七
月
七
日
(
月
)
午
後
一
時

三
十
分
～
四
時

場
所
　
江
北
保
健
相
談
所

内
容
　
貧
血
予
防
の
調
理
実
演

定
員
　
先
着
四
十
名

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
一
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
江
北
保
健
相
談

所

　
(
九
六
-
四
〇
〇
四71酲?i とy

精
神
衛
生
相
談

日
時
　
七
月
三
日
(
木
)
午
後
一
時

三
十
分
～
二
時
三
十
分

場
所
　
江
北
保
健
相
`
黔

担
当
　
専
門
医
(
費
用
無
料
)

申
込
方
法
　
一
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
江
北
保
健
相
談

所

　
(
九
六
-
四
〇
〇
四

胃

の

検
診

子
宮
が
ん
検
診

◎
六
月
五
日
号
の
「
冐
の
検
診
・
子

官
が
ん
検
診
」の
記
事
中
、
申
込
期

間
に
誤
り
か
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次

の
と
お
り
訂
正
・
再
掲
載
し
て
お
詫

び
し
ま
す
。

期
日
・
場
所
・
定
員
　
右
表
の
と
お
り

対
象
　
冐
の
検
診
・・・
満
三
十
五
蔵
以

上
の
区
民

、
子
宮
が
ん
検
診
=・
膺

三
十
歳
以
上
の
区
民
(
い
ず
れ
も

過
去

―
年
以
内
に
検
診
を
受
け
て

い
な
い
方
)

検
診
で
き
な
い
方
　
胃
の
検
診
・・・
胃

の
手
術
を
し
た
方
や
胃
病
で
冶
療

中
の
方
、
子
官
が
ん
検
診
・
:生
理

中
の
方
や
婦
人
科
医
で
治
累
中
の

方
費
用
　
無
料

申
込
期
間
　
い
ず
れ
も
、六
月
二
十

日
?
二
十
四
日
(
当
日
消
印
有
効
)

申
込
方
法
　
い
ず
れ
も
、
住
復
(
ガ

キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。(

返
信
裏
・
:何
も
I
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。往
信
裏
…
希
望
検
診
名
、

希
望
検
診
日
、
場
所
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
竜
話
番

号
、
年
齢
を
記
入
)

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
一
枚
の
(

ガ
キ

で
胃
の
検
診
と
子
宮
か
ん
検
診
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ
先
　

保
健
セ
ン
タ
ー

(
〒

121
伊
具
町
前
沼
一

】五
七
-

六

　
(
五
五
―
四
一
五
一
)

成
人
病
検
診

日
本
人
の
死
亡
原
因
の
上
位
を
占

め
る
成
人
病
(
心
臓
病
、
脳
卒
中
、

高
血
圧
、
糖
尿
病
等
)
の
早
期
発
見

お
よ
ぴ
予
防
を
目
的
と
し
た
成
人
病

検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

冐
が
ん
検
診
は
行
い
ま
せ
ん
。

日
時
　
毎
週
金
曜
日
午
後
一
時
～

三
時
三
十
分

場
所
　
千
住
保
健
所

対
象
　
満
三
十
歳
以
上
の
区
民

費
用
　
五
千
円
程
度

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所
業

務
係

　
(
(
(
一
四
二
七
七

受
水
槽
の

届
出
と
検
査

二
十
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
受
水

槽
の
所
有
者
(
管
理
者
)
は
。
届
出

を
す
る
こ
と
と
、
年
一
回
の
検
査
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
だ
実
施

し
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
保
健
所
(
　
(

五
五
-
四
一
五
一
)
、
千
佳
保
健

所
(
　
(
(
(
一
四
二
七
七
)
へ
。

今
月
三
十
日
が
最
終
納
期
限

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
お
早
め
に

国
民
年
金
の
特
例
納
付

国
民
年
金
の
「
老
齢
年
金
」
を

受
け
る
た
め
に
は
、
六
十
歳
ま
で

に
保
険
料
を
最
低
二
十
五
年
間
納

付
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
(
た

だ
し
、
生
年
月
日
に
よ
っ
て
左
表

の
と
お
り
十
年
か
ら
二
十
四
年
に

短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
)

保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
二
年

問
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
な
ら
特
別
に
、
時

効
消
滅
し
た
昭
和
五
十
三
年
三
月

以
前
の
か
け
金
が
、
一
ヵ
月
四
千

円
で
納
め
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

や
加
入
し
て
い
た
方
で
、
保
険
料

の
未
納
期
間
が
あ
る
方
、
こ
の
機

会
に
納
め
て
確
実
に
年
金
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
I
つ
。

こ
の
取
扱
い
は
、
強
制
加
入
者

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

特
例
納
付
相
談
専
用
電
話

八
七
〇
-
六
七
六
三

老齢年金受給資格期間表
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

湯
河
原
保
養
所
あ
だ
ち
荘

申
込
方
法
　
▼
七
月
分
・・・
現
在
一

部
空
塞
が
あ
り
ま
す
。
利
用
し

た
い
日
の
三
日
前
ま
で
に
区
民

係
窓
口
へ
、
料
金
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

▼
(
月
分
・・・
七
月
一
日
(
火
)

に
産
業
振
興
館
三
階
(
区
役
所

隣
)
で
抽
選
し
ま
す
。
午
前
九

時
ま
で
に
会
場
へ
入
っ
て
く
だ

さ
い
。
九
時
を
少
し
で
も
過
ぎ

た
方
は
抽
選
で
き
ま
せ
ん
。

※
抽
選
し
た
方
で
も
利
用
で
き
な

い
時
か
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

申
込
資
格
　
区
内
在
住
、在
勤
者
。

二
人
以
上
で
二
泊
三
日
ま
で
で

す
。
ま
た
、
夏
休
み
期
間
中
に

限
り
二
十
名
以
上
の
団
体
は
お

断
り
し
ま
す
。

利
用
料
金
　
大
人
・
=
三
千
円
、
小

人
(
四
歳
以
上
小
学
生
ま
で
)・
=

千
五
百
円

休
館
日
　
▽
七
月
・
人

日
・
九
日
・

十
七
日
・
十
(
日

▽
(
月
・・・

五
日
・
六
日
・
十
九
日
こ
一
十
日

問
合
せ
先
　
区
民
係
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あ
な

た
の

夏
創造します
スポ
ー
ツ

セン
ター

健康に不
安な
あなた

最近、
ジ
'キン
グ中に倒れた

り、
無理をし
すぎて死亡
すると

いう事故か起きてい
ます。

健康のために
始め
た運動が、

逆効果となっ
だので
は
困
り
ま

す
。自分の体力
にあっ
た運動量

で
続け
ることか
大切で
す。

そ
こ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

は
、
「
ど
ん
な
運
動
を
」
冫
の
位
や
っ
た
ら
よ
い
か
」
な
ど
、
専
門
相
談

貝
が健康づくり
、体力
づくりに

ついての
相談に応じて
います
。

また
、脈拍
、血圧
、尿
。肺活

量
など
、あなたの
健康状能一を知

るための測
定もして
います
。

相
談
日
　
毎
週
日
曜
日

受付
時間
　午前十時
?午後三
時

夏バテするあなた

「
「
y
ス
ル
ダ
ン
デ
イ
教
室
」
に
参
加
し
て
、
運
動
不
足
や
夏
バ
テ
解

消に頑張り
ませ
んか
。

日時
　毎週木昭日
(七月三日
?
(

月二十
(日
)、午後六時三

十分
?七時三十分

対
象
　
十
十
(
歳
以
上
の
男
性

定員
六十名
(先着順
)

費用
　二百円
(施設使用料
)

申
込
方
法
　
六
月
二
十
日
、
午
前
九
時
か
ら
(
電
話
も
可
)

初めてのあなた

ス
ポーツセン
ターの佃人利用

に指導員か配置
されていま
す
。

「何かス
ポーツ
を
」と
お考え

の
あなた
。次の時間
帯をぜひ
ご

利用ください
。

経験者の方
もどう
ぞ
。

卓球
　毎週金曜日
(午前・
夜間
)

バドミントン
　毎週木昭日
(午

前・
夜間
)

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
毎
週
水
曜
日
(
午
前
)
毎
週
木
曜
日
(
夜
間
)

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
毎
週
水
曜
日
(
夜
間
)

※午前とは
、九時から十二時三

十分
。午後とは
。五時から
(時

三十分

リフレッシュの
あなた

スポーツ
あとに「体
がだる

い
」「肩がこる
」と疲労を訴え

る
tなた
。「スポーツサウナ
」

が最適です
。

夏の暑さの克服法にも
、ぜひ

どうぞ
。

対
象
　ス
ポーツ
セン
ターでス
ポ

ーツ
やトレ
ーニン
グあとの
十
(

歳以
上の
方

利
用
時
間
　
午
前
十
一
時
三
十
分
?
午
後
(
時
三
十
分
(
日
・
祭
日
は

午後六時まで
)

利用
料金
　一
人一
回・・・四
百円

チーム

リ
ーダ
ーの

あな
た

夏休みのスポーツ行事は
、早

めにご計画ください
。

当スポーツセンターでは
、町

自冶会
、子ども会
、
P
T
A
など

の地域行事
、学生のクラ
ブ活動

のお手伝いします
。

健康・
体力づくり李
、行事の

プログラムについてのご相談に

も応じますので
、ぜひご利用く

ださい
。
くわしくは
、い
ずれも総合ス

ポーツセンター
(　
(五九
i
(

三
一
)へ
。

夏に鍛えるあなた! ! ―アスレチック・トレーニング週間利用案内―

個人利用を拡大

竹の塚温水プール

夏の
期間中は
、団体貸切を縮

小して
個人利用を拡大します
。
(

利用区分は下表の
とおりで
す
)

なお
、利用料金と利用上の注

意事項
は次の
とおりで
す
。

利用料金
　大人
(高校生以上
)

ユ
ー百円
、子ども…
百円

利
用
上
の
お
願
い

▽利用時間は、更衣の時間を含
めて一
回二
時間以
内で
す

▽
定員を超えた場合は入場をお

断
りし
ます

▽利用で
きる人
は、三歳からで

小
学校三
年生まで
は、保護者

同
伴で入
場して
ください

▽
駐車場がありませんので
、車

は
ご遠慮ください

問合せ
先
　竹の
塚
温水
プ
ール
(

西
保木間四
-一
〇
-一
　
(

五〇
-一一
三三
)

7月～9月の利用区分

□ 個人利用　◇ 団体貸切

区 民 カ レ ン ダ ー
( 7月1日～31日)

心身障害児の教育相談

来年四月に小学校へ入学す

る予定のお子さんで
、心身に

なんらかの障害のある方

についての就学相談を
、

次のとおり行います
。

この就学相談は
、お子

さんの個性に合った教育

を行うためのものです
。

匐早めに申し込んでくだ

さい
。
対象▽来年四月に小学校入学

の予定者で
、心身にな

んらかの障害のある区

内在住の児童

▽現在示
学校六年生で
、

来年四月に都立盲・
ろう・

養護学校
(中学部
)または

区立中学校心身障害学級へ

進学を希望する児童

▽現在
、小・
中学校に在

学中で心身障害の状態

の変化等により
、都立

盲・
ろう・
養護学校ま

たは区立心身障害学級

へ
転学を希望す
る児

童・
生徒

申
込
受
付
期
間
@
七
月
一
日
?
(
月
二
十
五
日

申込方法
電話で申し込

んでください
。くわし

い案内書等を
送りま

す申込・
問合せ先
　教育セ

ンター「教育相談室
」　
(

五九
1九五三一

講
演
会

日時
　六月二十六日
(木
)午前

十時
内容
　子どもの成長と遊びなか

ま
講
師
　
加
納
務
氏
(
東
京
都
教
育
委
員
会
管
理
主
禀
)

場所・
問合せ先
　東都センター

　六〇五
-七一
〇一

掲
示
板

区
職
員
(保
母
)募
集

募集人員
　若干名

勤
務
先
　
区
内
の
施
設
等

応募資格
　癇三十歳未満
(昭

和五十五年
(月一
日現在
)

で現に保母賢鵜を有する方

採
用
時
期
　
昭
和
五
十
五
年
(
月
一
日
以
降

申込方法
　足立区役所人事係

に履歴書一
通を持参
、また

は郵送してください

申込期限
　六月二十七日
(当

日消印有効
)

問合せ先
　足立区役所人事係

北
京
展

東京都と北京市は
、交流事

業として「北京晨
」を開催し

ます
。ぜひ
ご来場ください
。

開
催
期
間
　
六
月
十
九
日
(
木
)
～
一
十
四
日
(
火
)

時
間
　
午
前
十
時
～
午
後
六
時
た
だ
し
、
二
十
日
(
金
)
、
二

十一
日
(土
)は午後六時三

十分まで

場所
　日本橋高島屋
(階

展
示
品
　
▽
北
京
市
民
の
日
常
生
活
の
「
写
真
」
▽
北
京
在
住

の一
流画家や書道象の「現

代一
画
」▽明・
膺時代の

「古代一
画
」

入場料
　無料

問合せ先
　都民生活局広報部

都民行事課
　二匸
〒
五

一一一
(内線二四二三二
)

高
齢
者
事
業
団
で
は
、
あ
て
名
書
き
、
毛
筆
S
き
、
原
紙

書きなど承ります
。

八七〇⊥
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融資条件改善

新制度の発足
《新年度》

融
資
限
度
額
の
引
上
げ
　
▽
食
品
貸
付
・
環
衛
賃
付
=
・
二
千
六
百

万円
(旧二千二百万円
)

▽
経営改
善賢
金貸付
(運転

賢
金
)…三百万円
(旧二百

五十万口

融資期間の
延長
　▽普通貸付
(

特定設
備賢
金
)・;十年
(旧

七年
)
▽経営改善賢金貸

付
(運転資金
)・三
年
(旧

二年六か月
)

新
制
度
の
発
足
　
▼
中
小
企
業
倒
産
対
策
貸
付
y
省
エ
ネ
ル
ギ

ー貸付
問合せ先
　国民金融公庫千住

支店
　
(
(
一
-六一七五

簿
記
検
定
(
2
級
)
講

習日
程
　
七
月
一
日
～
十
月
二
十
七

定員
三十名

受講料
　六千五百円

申込期限
　六月二十七日

講
習
対
象
　
簿
記
三
級
の
方

場所・問合せ先
　足立職業訓

練校
　六〇五上
(一四九

忘
れ
ず
に

住民税第一
期分の納期限

は
、六月末日です
。

予
定
納
税
と

そ
の
減
額
申
請

所得税は確定申告により一

年間の所
得を計算して
納める

こ
とになって
いますが
、昨年

一
定の
所得の
あっ
た人
につ
い

てはヽ
税務署で
その所
得を基

にして
、。予定納税基単額を定

め
、今年の予
定納税額を通知

し
ます
。

それによって
七月
と十一
月

に所
得税
を納めてい
ただくこ

とに
なってい
ますが
、こ
れを

予定納税といいます
。

次に掲げる場合などで
、予

定納税基準額より少なくなる

と見込まれるときは
、予定納

税額の減額を七月十六日まで

に申睛することができます
。

①廃・
休業
②業況不振
③

新たに睹控除を受けられる場

合か
、その控除が増加した場

合
④新たにみなし法人課税

の選択手続をとった場合か
、

事業主報酬額を変更した場合

問合せ先
足立税務署
　
(

八
(
-六二四一
、西新井税

務暑
　
(四〇
-一一一一

電話番号の
変更

西新井警察署の代表電話番

号が変更になります
。

変更日時
　七月
盲
(火
)午

後
I時から

新
　
(五一〒
O二
〇

旧
　
(
{
六
-一一四
}

YT. Y. A　237, 000


